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山陰沖海底のナウマンゾウ化石
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OfFthe Coast of San'in
(1981年5月15日 受理)
Iま え が き
山陰沖の水深 160mから250mの大陸棚縁辺部の海底から,象の歯牙化石を産出すること
は亀井 (1967)によってはじめて明らかにされた。その内訳は4本の象牙と1本の日歯の計5





















































届けられたものであった。地学教室へ持ち帰り, 塩ぬきをしたあと, 置いていたが, 冬季に


































HI-2 広沢標本      :























































































































ユ60   180  200   220   240  260   280   300











IV 2-i 広沢標本の同定 広沢標本は切歯 (象牙)であるが,採集されたのは先端から背面











長さ (曲) 84 cm,長さ (直) 73 cm.















































3.角谷 標本は千武利島三度崎北西の水深 150m付近の海底から産した ナウマンブウ
的 肋?】οπο′οη ηαクηαη房 (MAKIYAMA))の切歯である。
4.上記3標本は,いずれも山陰沖の大陸棚縁辺部の海底から産出したもので,従来知られ
ていた産出地点に近い。この海域が哺乳動物化石の密集地であり,今後も産出の可能性が強い。










なお,本冴究の一部は昭和52年度日本地質学会関西支部例会 (島根大学)で発表 した もので
ある。
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ALstract
Fossil tcctュdescribcd herc arc composcd or twO spccincns wlxich be10ng tO Naumann's clcphant,
P,協♂οザ9/οめ″,αク館,″″
'(MAKIYAMA).ThcSC matcrials have bccn drcdgcd fl・
。m thc sca bottOm Ofthe           、
southcrn」apan sca ofFthc cOast OF San'in.
Thc sca bottom Of San'in is kno、vn tO bearrnany fossils of Naumann's clcphant,  Thesc lbss■s indicat
thc Latc PicistOcenc in agc,poもsibly thc Maxix4um Wiirm glacial agc.
Onc Ofthem is a wcll prcscrvcd mOlar tOOth and the othcr is a frOntal piccc Ofthe tusk of lNaumann's               '
eicphant.The molar(Mr・UChk mi's spccimcn)iS thC lcrt third uppcr Onc(3M),whiCh is charactcl・izcd
by having a brOad toOth crOwn and mcandcttng cnamcl folding wdl dcvclopcd at thc ccntral part of
thc occhsal surfacc. The tusk(?正r.Hirosawa'  spccimcn)iS idCntiflcd as thc lcft sccOnd uppcr hcisor
which is an abrupdy tapcring typc.




図版 I 鳥取大学教育学部研究報告 (自然科学)
図版H 日本海底産ナウマンブウ (Prr励¢)館οあ″ηαク物α″ガ
(MAKIYAMA))の右上顎第3大臼歯 (2).
1,右上顎第3大臼歯 (3M)遠心側面
2.同上 近心側面,歯根部を示す
3.同上 舌側面
図版Π 鳥取大学教育学部研究報告 (自然科学)
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3
図版HI 日本海産ナウマンブウΥ切残ヴ館ο″″,夕密α″″
(MAKIYAMO)の左切歯(牙),広沢標本
1.左切歯(牙)外側面
2.同上腹面 先端部の咬耗状態を示す
3. 同上破断面 象牙質を示す
4` 向上先端部にみられる象牙模様
5.同上背面に着生したウズマキゴカイとコケムン
の遺骸
採本の所在 鳥取大学教育学部地学教室, スケールは大い実線が
5cmをあらわし―,細い実線がl clnをあらわす。
図版肛 鳥取大学教育学部研究報告 (自然科学)

